
1989年前後の時期に世界各地で大きな変動があったことは一種の常識 
だが、それがあまりにもめまぐるしい過程だったため、全体像をとらえるのは
容易ではない。特に重要なのは、当初多くの当事者や観察者がいだいた 
期待感が、いつのまにか幻滅や方向喪失感に取って代わられた点である。一
時広まった「市民社会の復活」論も急速に退潮した。こうした変化はどのよう
にして生じたのか。距離をおいた地点から歴史として振り返ってみたい。 

平成28年度第2回愛知県立大学「世界史セミナー」 

講師 塩川 伸明先生（東京大学名誉教授） 

日時 2017 年 2/4 (土） 16：00 - 18:00 
会場 愛知県立大学 名駅サテライトキャンパス 
    愛知県産業労働センターウィンクあいち15階（名古屋市中村区名駅4-4-38） 

年前後の時期に世界各地で大きな変動があったことは一種の常識

主催：愛知県立大学世界史研究会、愛知県立大学地域連携センター 

参加費無料 
申込不要 
（定員70名） 

＜会場アクセス＞ 
JR、地下鉄、名鉄、近鉄「名古屋」駅より徒歩5分 
※ご来場の際には、公共交通機関をご利用ください。 

【問合せ先】 
愛知県立大学学術情報部 研究支援・地域連携課 
〒480-1198 愛知県長久手市茨ケ廻間1522-3 
TEL:0561-76-8843    Emaiｌ：renkei@bur.aichi-pu.ac.jp 


